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1. 四分位偏差 

四分位偏差（QD, quartile deviation）は，統計データのばらつき指標（measure 

of dispersion）の一つであり，四分位数（quartile）を用いて，以下のように表され

る。 

 

𝑄𝐷 =
𝑄3 − 𝑄1

2
 

 

ここで， Q3 は第 3 四分位数， Q1 は第 1 四分位数である。要するに，四分

位偏差は四分位範囲（quartile deviation）の半分である。この四分位数は四分位点

とも呼ばれる。 

なお四分位数には複数の定義があり，それによって，四分位偏差の数値も違っ

てくる。それについては，井口（2024a）を参照してほしい。 

中央値を利用したデータのばらつき指標には，他にも中央絶対偏差 (median 

absolute deviation) がある。 

 

2. 平均と標準偏差に対して，中央値と四分位偏差 

中央値と四分位数に対応して，平均と標準偏差の関係を下記のように表すこ

とができる。 

 

第 1 四分位数，中央値，第 3 四分位数  

平均 − 標準偏差，平均，平均 + 標準偏差 

 

ここで言う対応関係は，同値であると言う意味ではなく，概念的に対応させる

と，どうなるか，という意味である。統計学的に厳密な話をするならば， μ と
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か， σ とかいった文字を使用するべきだろうが，ここは分かりやすさを優先し

た記述にする。 

略号で簡潔に表すと，次の表 1 のようになる。 

 

表 1. 中央値と四分位数に対する，平均と標準偏差の関係  

中央値と四分位数 Q1 Md Q3 

平均と標準偏差 M – SD M M + SD 

 

ここで，（平均プラス標準偏差）と（平均マイナス標準偏差）の差を 2 で割

ると，標準偏差になる。式で書いたほうが分かりやすい。 

 

𝑆𝐷 =
(𝑀 + 𝑆𝐷) − (𝑀 − 𝑆𝐷)

2
 

 

表 1 の対応関係を見ながら，同様な計算を四分位数におこなうと，それが四分

位偏差であることが分かる。 

 

𝑄𝐷 =
𝑄3 − 𝑄1

2
 

 

3. 四分位偏差は，どんな「ばらつき」を表すのか？ 

正規分布や一様分布のように，左右対称の形状を持つ確率分布ならば，第 1 

四分位数と第 3 四分位数の平均が中央値となる。 

 

𝑀𝑑 =
𝑄1 + 𝑄3

2
 

 

第 1 四分位数と第 3 四分位数の平均は，中央ヒンジ（midhinge）と呼ばれる，

分布の位置の代表値でもある。 

上記の等式は，左右対称の分布でなければ成り立たないのだが，後述するよう

に，左右対称分布であるかのように，あるいは，そう見なすような場合が少なく

ない。 

このような不適切な説明が高校教科書にもある，ということで，小林（2013）

が批判している。参考文献は，末尾に一括して挙げたが，小林（2013）が例えば， 

p. 66 で取り上げたのは，新 高校の数学 Ⅰ （数研出版） 132 頁の記述で，四分
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位範囲，四分位偏差は，中央値のまわりのデータの散らばり具合を表す値，とい

う説明であった。 

小林（2013）は，次のページ p. 67 で，「四分位偏差は中央の 50％ のデータ

がこれこれの範囲に入っている，というだけ」，と批判している。他の教科書も

含めて，同様な指摘がされているが，詳しくは，その論文を参照してほしい。 

 これは，「四分位偏差は中央の 25％」，または，「四分位範囲は中央の 50％」，

ということの誤記であろうが，「中央値のまわりの散らばり」と言ってしまう教

科書の気持ちも分かる。ここで，左右対称分布ならば，四分位範囲や四分位偏差

が，中央値のまわりのデータの散らばりを表すとも言えるからである。 

 

4. 四分位数による相対的なばらつきの指標 

データ分布の位置の代表値に対する，相対的なばらつきの大きさの指標とし

て，よく知られたものが変動係数（CV, coefficient of variation）であり，標準偏差

を平均で割った値として表される。 

 

𝐶𝑉 =
𝑆𝐷

𝑀
 

 

これまで述べてきたように，これを四分位偏差 QD と中央値 Md を使って置

き換えて，新たな相対的なばらつき指標 CQD を考えると，以下のようになる。 

 

𝐶𝑄𝐷 =
𝑄𝐷

𝑀𝑑
 

 

このとき，左右対称な分布を考えると，前述の中央ヒンジを使って，以下のよ

うに変形できる。 

 

𝐶𝑄𝐷 =

𝑄3 − 𝑄1 
2 

𝑄3 + 𝑄1 
2 

 

 

これを整理すると，以下のようになる。 

 

𝐶𝑄𝐷 =
𝑄3 − 𝑄1

𝑄3 + 𝑄1
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この CQD は，四分位偏差係数（coefficient of quartile deviation）と呼ばれ，四

分位数を使った変動係数と言えるものである。なお，「左右対称な分布を考える

と」と述べたが，結果的には，左右非対称な分布であっても適用できる形になっ

ている。しかし，当然であるが，非対称な分布の場合，分母に，中央値を使うか，

中央ヒンジを使うかによって，四分位偏差係数の計算結果が異なる。 

英語版 Wikipedia では， Quartile coefficient of dispersion という名称になって

いる（注 1，注釈は末尾に一括）。しかし私としては， dispersion より deviation 

を使う例のほうが多い気がする。 

 

4. 四分位偏差がどのように使われるか 

四分位偏差は，学術論文でもしばしば使われる。例えば，阿部ほか (2014) で

は， p. 13 右段の結果の記述に，「棒グラフは全被験者の中央値を表しており，

エラーバーは四分位偏差を表している」，と書かれている。 

内山・山内 (2010) では，p. 202，Table 3 の説明文に， “Median ± Quartile 

deviation” と書かれている。 

Dejima H. et al. (2017) 冒頭の Abstract に， “median ± quartile deviation” と書

かれている。 

四分位偏差係数についても， Geilert et al. (2020) の p. 8, Fig. 7，ケイ素同位体

のグラフで， “median fluid δ30Si value (error bar equals the coefficient of quartile 

deviation)” つまり，中央値の上下に四分位偏差係数のエラーバーを付けている。 

要するに，中央値を挟んだ上下の範囲が四分位範囲，という表現になっている。

つまり，第 1 四分位数と第 3 四分位数の平均が中央値となる，という表現なの

である。 

もちろん，これは左右対称な分布でないと成立しない性質である。しかし，特

にそれに触れることなく四分位偏差が使われている。逆に言えば，そのような条

件が成り立つ，あるいは，そう見なせるときこそ，簡潔にデータ分布の範囲を示

すのに，四分位偏差が有用である，と私は思っている。 

ロバスト z スコアを用いた標準化（井口，2024b）も，標準正規分布の平均の

両側 50％ を四分位範囲に対応させて計算するので，基本的には，左右対称に近

い（外れ値があるが），という条件で適用したほうが良いと思われる。 

 

5. 岡谷市の蛇紋岩 
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統計とは全く関係ないが，前述の Geilert et al. (2020) 論文で研究されているの

は，マリアナ前弧の蛇紋岩（serpentinite）である。この蛇紋岩という岩石は，岡

谷市の横河川上流域で，中央構造線に相当すると考えられる横河川断層に沿っ

て露出が見られ（吉野，1976），その黄色の模様ゆえに，昔から「きなこ石」と

して親しまれてきた。この機会に紹介しておこう。 

 

 
図 1. 岡谷市横河川から産出した蛇紋岩，いわゆる，きなこ石 

 

注 

1. Wikipedia. Quartile coefficient of dispersion. 

https://en.wikipedia.org/wiki/Quartile_coefficient_of_dispersion 

2024 年 12 月 9 日確認 
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